
年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ F 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：
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〇 ○ 〇 〇

【知識・技能】
　正確に発音できる。
【思考・判断・表現】
　自分に関することを簡単な表現を使っ
て話したり、書いたりすることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習内容を用いて口頭での質疑応答の
やり取りをしたり、書いたりすることが
できる。

【知識・技能】
　正確に発音できる。
【思考・判断・表現】
　自分に関することを簡単な表現を使っ
て話したり、書いたりすることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習内容を用いて口頭での質疑応答の
やり取りをしたり、書いたりすることが
できる。

【知識・技能】
　正確に発音できる。
【思考・判断・表現】
　自分に関することを簡単な表現を使っ
て話したり、書いたりすることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習内容を用いて口頭での質疑応答の
やり取りをしたり、書いたりすることが
できる。

〇 ○ 〇 〇

〇 ○ 〇

〇○ 〇

定期考査 筆記、リスニング、口頭試験

中国・中国語の概要　発音
【知識及び技能】
中国・中国語についての基礎知識を理解
する。発音・発音表記を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
日中を比較し、同異点を探し、述べるこ
とができる。発音表記を見て、正確に発
音できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
多様な日中の同異点について考え、理解
できる。積極的に発音しようとする態度
を育てる。

〇〇

2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

１
学
期

・中国・中国語の基礎知識
・発音
・発音のなりたち、声母、母音、
軽声、変調、儿化、音節のつづり
方、声調符号の位置、文字、句読
点の決まりなど

【知識・技能】

　基礎知識を理解できる。拼音を読むこと

ができる。
【思考・判断・表現】
　同異点を探せる。正確に発音すること
ができる。聞き取ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極的に発言し、発音練習に取り組ん
でいる。

第１課
【知識及び技能】
あいさつ、人称代名詞、名字・名前の聞
き方答え方、名詞述語文などの意味、用
法を理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
自分に関することを簡単な表現を使って
話したり、書いたりできるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
他者とのやりとりを積極的に行おうとす
る態度を育てる。

・あいさつと自己紹介
・感謝、お詫び、別れの様々なあ
いさつ、人称代名詞、名前の聞き
方答え方、名詞述語文を使った文
などを用いた日常会話表現

【知識・技能】
　正確に発音できる。
【思考・判断・表現】
　自分に関することを簡単な表現を使っ
て話したり、書いたりすることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習内容を用いて口頭での質疑応答の
やり取りをしたり、書いたりすることが
できる。

〇

〇

〇

〇

知

【学びに向かう力、人間性等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

中国語の4技能について、実際のコミュニケーショ
ンにおいて活用できる知識・技能を身に付ける。中
国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解
する。

場所・目的・状況などに応じて、日常的な話題につい
て、情報や考えなどを中国語で的確に理解したり適切
に伝え合ったりする。

高校生からの中国語

外国語　

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で
情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切
に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自
律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

中国語

配
当
時
数

態

他者を尊重し、聞き手・読み手・話し手・書き手に
配慮しながら、中国語で聞いたり、読んだりしたこ
とを活用して自分の意見や考えなどを話したり書い
たりして表現しようとする。

２
学
期

第５課
【知識及び技能】
趣味の言い方、副詞、連動文、曜日の言
い方などの意味、用法を理解できるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
自分に関することを簡単な表現を使って
話したり、書いたりできるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
他者とのやりとりを積極的に行おうとす
る態度を育てる。

・趣味について
・趣味の言い方、副詞、連動文、
曜日の言い方を使った文などを用
いた日常会話表現

第２課
【知識及び技能】
数字、所有表現、量詞などの意味、用法
を理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
自分に関することを簡単な表現を使って
話したり、書いたりできるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
他者とのやりとりを積極的に行おうとす
る態度を育てる。

第３課
【知識及び技能】
所在表現、量詞、親族名称、職業の言い
方などの意味、用法を理解できるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】
自分に関することを簡単な表現を使って
話したり、書いたりできるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
他者とのやりとりを積極的に行おうとす
る態度を育てる。

第４課
【知識及び技能】
時間表現、一日の行動の言い方、量詞な
どの意味、用法を理解できるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
自分に関することを簡単な表現を使って
話したり、書いたりできるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
他者とのやりとりを積極的に行おうとす
る態度を育てる。

・学校紹介
・数字、所有表現、量詞を使った
文などを用いた日常会話表現

・家族紹介
・所在表現、量詞、親族名称、職
業の言い方を使った文などを用い
た日常会話表現

・一日の行動
・時間表現、一日の行動、量詞を
使った文などを用いた日常会話表
現

〇
知／思：筆記、リスニング
態：口頭試験
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【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読
むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切
に活用できる技能を身に付けるようにする

外国語

評価規準

中国語

〇 〇

【知識・技能】
　正確に発音できる。
【思考・判断・表現】
　自分に関することを簡単な表現を使っ
て話したり、書いたりすることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習内容を用いて口頭での質疑応答の
やり取りをしたり、書いたりすることが
できる。

○ ○ ○

外国語 中国語

○

〇



合
計

自己紹介
【知識及び技能】
1年間の既習内容を用いて作文できるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】

自分の言いたいことを作文し、それを正

確に発音できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
他者とのやりとりを積極的に行おうとす
る態度を育てる。

・自己紹介作成
・自己紹介発表

【知識・技能】
　正確に発音できる。
【思考・判断・表現】
　自分に関することを簡単な表現を使っ
て話したり、書いたりすることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習内容を用いて口頭での質疑応答の
やり取りをしたり、発表したり、書いた
りすることができる。

〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 2

〇 ○ 〇 〇

○ ○ ○ 6

○ ○ ○ 4

〇 ○ 〇 〇

３
学
期

〇 〇 〇

２
学
期

第５課
【知識及び技能】
趣味の言い方、副詞、連動文、曜日の言
い方などの意味、用法を理解できるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
自分に関することを簡単な表現を使って
話したり、書いたりできるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
他者とのやりとりを積極的に行おうとす
る態度を育てる。

第６課
【知識及び技能】
年齢の言い方、量詞、挨拶表現などの意
味、用法を理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
自分に関することを簡単な表現を使って
話したり、書いたりできるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
他者とのやりとりを積極的に行おうとす
る態度を育てる。

定期考査

・趣味について
・趣味の言い方、副詞、連動文、
曜日の言い方を使った文などを用
いた日常会話表現

・自己紹介のまとめ
・年齢の言い方、量詞、挨拶表現
を使った文などを用いた日常会話
表現

筆記、リスニング、口頭試験

中国文化
【知識及び技能】
中国文化を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
比較文化などを思考できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
中国文化を積極的に知ろうとする態度を
育てる。

・映像教材

10〇 〇〇 〇〇

【知識・技能】
　正確に発音できる。
【思考・判断・表現】
　自分に関することを簡単な表現を使っ
て話したり、書いたりすることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習内容を用いて口頭での質疑応答の
やり取りをしたり、書いたりすることが
できる。

【知識・技能】
　正確に発音できる。
【思考・判断・表現】
　自分に関することを簡単な表現を使っ
て話したり、書いたりすることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習内容を用いて口頭での質疑応答の
やり取りをしたり、書いたりすることが
できる。

知／思：筆記、リスニング
態：口頭試験

4

70

〇 〇 〇 〇 〇

【知識・技能】
　中国文化を理解できている。
【思考・判断・表現】
　比較文化などを思考できている。
【学びに向かう力、人間性等】
　中国文化に対して積極的に知ろうとし
ている。

〇 〇〇


